
園名　吹田市立千里新田こども園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

評価結果の表示方法

A・・・十分達成されている。　　　　　B・・・達成されている。　　　C・・・取り組まれているが、成果が十分でない

ABCD
評価

A

A

A

A

A

職員の資質向上 A

安心・安全 A

令和7年度　幼保連携型認定こども園自己評価    　　　　　　

認定こども園法第23条において、幼保連携型認定こども園における教育及び保育並びに子育て支援事業の
状況、その他の運営の状況について評価を行い、その結果に基づき幼保連携型認定こども園の運営の改善を
図るため必要な措置を講ずるよう努めなければならない。このことに基づき、公立幼保連携型認定こども園で
は毎年自己評価を実施しております。評価の結果を踏まえ、よりよい教育・保育に向けた、改善や充実に取り組
んでまいります。

園目標

・意欲的に取り組む子
・友達を大切にする子
・自分の思いを表現できる子

D・・・取り組みが不十分である。

自己評価項目 評価内容

子供が安心安全に活動できるように日々点検し、園内及び園
周辺の環境整備に努めた。

保育理念
全職員で一人ひとりの気持ちに寄り添い、教育・保育を行っ
た。

こどもの発達援助
丁寧に健康管理を行い、子供の姿、発達に合わせた指導計
画を立て、教育・保育を行った。

保護者との連携
保護者と共に子供の姿を共有し、行事の写真掲示を行うなど
園の様子が伝わりやすいようにした。

地域との連携
地域子育て支援センターとして、地域の親子の居場所づくり
に取り組んだ。

運営・管理、 社会的責任
職員会議を課題解決の場として意見を出し合い、園運営に生
かした。

園内研修や会議で教育・保育内容や手立てについて意見交
流し、学習の機会を持った。

来年度の目標

安心・安全な教育保育
人権を大切にする保育

今年度の評価

安心・安全な保育
健康状況の把握、怪我の再発防止などを丁寧に行い、安心安全に過
ごせるように努めた。

子供の人権を大切にする保育
子供達の姿から思いを理解し、寄り添いながら、一人ひとりを大切に
した教育・保育を行った。


